
平成２９年５月
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八戸市東京事務所長

八戸レポートの送付について

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

「八戸レポート 平成２９年５月号」 をお送りいたしますので、 ご高覧くださいます
ようお願いいたします。

　

５月１ 鴇こ、 八戸市は市制施行８８周年を迎えました。「八一

　

は末広がりで縁起が

良いとされる数字であり、また、当市と深い関わりがある数字であることから、「８」
が並ぶ年であることを祝い、そして、 当市の更なる発展を目指し、 ８８周年を記念す
る各種事業を実施することとしております。

八戸ならではの記念の年に、八戸のまちの魅力を楽しんでいただき、 市全体で盛り

上がれるよう、 皆様のご協力よろしくお願い申し上げます。

※記念事業など、 詳細はこちらをご覧ください （市ホームページ）
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◎皆様へのお願い

職業、役職、住所などに変更がある場合は、八戸市東京事務所までお知らせくださ
いますようお願い申し上げます。

八戸市東京事務所

〒１０ ００９３東京都千代田区平河町 ４－２ 全国都市会館５階
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平成２９年４月の八戸市内での出来事鞄

　　　　　　　　　　　　

一
一 醐

八戸市に関連する情報を務圏けします。

【行政】

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

　

（１） 八戸市制８８周年 市庁前などでイベント多彩

　

（２） 八戸市美術館 最後の作品展が終わり、ひとまず開館

　

（３） 八戸市が「移住］－ディネータ－」配置

　

（４） にぎわい拠点施設「マチ；ワ」 ５月上旬に本格着手
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八戸市 制度を創設
社を視察岸田外相

【産業】
記事 概要
（７） 市内のホテルで宴会などでの食べ残しを減らす「３０１０運動」スタート
（８） 南部菱刺と］ムサイズムがコラポ

　

春夏衣類を全国で販売

（９） 「ベんとうグラン リ」 吉田屋 （八戸）が３年連続金賞
（１・０） 「八戸ワインフエス」開催へ

　　

～各国のワイン楽しんで～

（１１） 八戸－苫小牧の新造フェリー船名 「シルバーティアラ」に決定

（１２） 「八戸前沖芯・ぐ福まつり」開催

　

～旬のフグを地元で味わって～

（１３） 青森県 ２０１６年度求人倍率 初の１倍超え

【地域】

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（１４） 繁殖地・蕪島にウミネコの群れ飛来

（１５） 鮫神楽

　

名作「安宅関勧進帳」を２０年ぶりに再演

（１６） 八戸港内のウミネコ遊覧船「はやぶさ＝」運航スタート
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記事
１４

１５

１６

１７

１８

１９

八戸学院大に新学部「地域経営学部」開設へ
ジュニア農芸化学会で銅賞受賞

　

～ナガイモに美肌効果、虫歯抗菌作用～

八工大・柴田准教授

　

電子情報通信学会教育功労賞受賞

【文化ｏスポーツ］

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（２０） 八戸工卒の３人

　

初出場で全国８強入り（３人制バスケットボール）

（２１） 元宝塚歌劇団の北糊海荊さん

　

６月に八戸公演開催

（２２） ナペサダ出演「南郷サマージャズフェスティバル２０１７」 ７月２９日開演



【行政１
記事 概要

（１）

八戸市制８８周年

　

市庁前などで・イベント多彩

八戸市は５月１日、市庁前市民広場などで市制施行８８周年記念行事を開く。航空自衛隊の曲
技飛行部隊「ブルーインパルス」の展示飛行を行うほか、自衛隊音楽隊］ンサートを開くなど、多彩
なイベントを展開する。当日は午後１時半から、市民広場でオープニングセレモニー樹テい、同時間
帯に会場上空で、ブルーインパルスの展示飛行を実施する予定。陸上自衛隊による八戸陣太鼓の
演奏なども計画している。

（２）

′、′－だー－１－－風日

　

岬〆．ニ リＴ：触
一－嘘 …ネモぞメリ・ びに家９厩朝露局

八戸市番町の市美術館が４月２日、最後の作品展を終え閉館した。同市の八戸臨泉会書展と同
会学生書道展が最後の作品展となり、出品した同市のネ締夏紀子さんは「今の美術館と比べ、ゆっく
り鑑賞できる環境が整うはず。新美術館ができるのは楽しみ」と期待を寄せた。３日からは新美術館
建設推進室が閉館複リホ大↑ニニぐ半影も馨埼する。市は新美術館について、２０２０年後半の
才－プンを目指して基本設計などを順次進める。

（３）

八戸市が「移住コーディネーター」配置

八戸市は、八戸圏域連携中枢都市圏を構成する同市など８市町村への移住者の受け入れを促
進するため、新たに「移住ゴーディネ

　

ク

　

」を配置する。同市がＮＰＯ法人「プラットフォームあおも
り」（青森市）に業務を委託。雇用支援や新規事業の開発などの実務経験がある職員を専任
］－ディネ

　

ク として月、水、金曜の週３日、広報統計課に配置する。圏域の人口維持や活性化
に向けて本年度スタートした同都市圏事業の一環。

（４）

にぎわい拠点施設「マチ；ワ」 ５月上旬に本格着手

八戸市が中心街の三日町に計画している、にぎわい拠点施設「マチニワ」の整備工事が４月１９日に
始まり、建設予定地で関係者らが出席して安全祈願祭が行われた。街中の「庭」をイメージしたマチ
ニワの整備は、地区全体の魅力や回遊性の向上を狙う三日町・六日町地区再開発の一環。「緑・
水マ光」など、街中に不足している自然の要素を取り入れた全天候型多目的広場として整備する。
工事は５月の連休明けに本格化し、２０１８年夏までに才－プンする予定。

（５）

八戸市は、スポーツ分野で活躍した地元関係の選手に市の魅力をＰＲしてもらう「市スポーツ大使
制度」を創設した。任命基準は、市出身または市にゆかりがあり、国際大会や全国大会で活躍した
選手やスポーツ団体。大使は各種イベントなどで市のイメージアップ役を担うほか、講演や技術指導
などを行う。任期は２年。現在、１０個人、３団体の地元のプ□スポーツチームと交渉を進めており、大

使任命が決まれば、市制８８周年事業の一環として、記念試合などを予定しているという。

（６）

岸田外相

　

被災の厳島神社を視察

地方の魅力を世界に発信し、外国人観光客の誘致を目指す「地方を世界へ」プ□ジェクトの一環
で、青森県を訪れた岸田文雄外相は４月２３日、八戸市大久喜漁港の厳島神社などを視察した。
岸田外相は、鳥居が東日本大震災の津波で流出した後、米国に一部分が漂着し返還された経緯
について「政府間だけでなく、国民レベルで粋があるとし、うことを示す重要な鳥居。たくさんの人の気持
ちの重みを感じた」と強調。「これからも（鳥居を）守り、語り継いでいってください」と呼び掛けた。



記事 概要

（７）

八戸市内の６つのホテルや結婚式場が４月から、宴会などでの食品の食べ残しを減らす「３０１０運

動」を始めた。３０１０運動は、宴会の始めの３０分間と終了前の１０分間、席を立たずに食事を楽し

むことで食品ロスを削減する取り組みで、全国的な広がりをみせる。市は業界の団結した動きに合わ

せてＰＲ用のポスター２００枚、チラシ１万枚を作り各事業者に配布して支援。今後は飲食店など他

の業界にも広げるため協力店の登録制度の導入なども検討する方針である。

（８）

１判－．

　　　　

”
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ーー－ ４て榊ｕ・“－－区劃Ｌ．””↓

アパレルメーカーのファイブフォックス（東京都）が展開する「］ムサイズム」が、青森県南地方に伝わ

る伝統技法「南部菱刺」を取り入れた春夏衣類を販売している。日本文化や伝統美をコンセプトと

するファイブフォックスが、古くから伝わる素朴で味わいのある刺し子をモダンな洋服で表現したし、と、南

部菱刺研究会の山田友子代表（八戸市）に模様の監修をｆ褒頼した。商品作りでは、手刺しゅう

の細やかさや繊細さをより近し、形で表現できる機械を使用。大人用には梅の花や鱗紋、ごども用に

は矢羽根などを施した。全国約２８０のゴムサイズム全店で取り扱っている。

（９）

「べんとうグランプリ」 吉田屋（八戸）が３年連続金賞

国内最大級の食品］ンテスト「ファベックス惣菜・ベんとうグランプリ２０１７」のプレミア部門で、八戸市

の吉田屋 （吉田広城社長）が出品した「北海道肉敷きローストビーフ弁当」が最高賞の金賞に輝

いた。同社の金賞受賞は３年連続。吉田社長は「今後は北海道と青森県をＰＲし、懸け橋にもな

るような弁当を作りたい」と話している。弁当は、北海道新幹線新函館北斗駅内の「４１
０（よんい

ち） ガーデン」などで販売している。

（１０）

「八戸ワインフェス」開催へ

　　

～各国のワイン楽しんで～

世界各国のワインが楽しめる「八戸ワインフェス」が５月２８日、八戸市のｒはつち」で開かれる。今年で
４回目。南郷地区で栽培したブドウを使ったワイン醸造が市内のワイナリーで始まる記念の年と位置
付け、ワインにまつわる多彩なイベントを企画している。３００矛重類を用意する「有料テイスティング」は

先着３５０人の前売リチ，ツト制で、料金はオリジナルグラスと１フード付きで４５００円。チケットは４月
１５日から、はっちのカネイリミュージアムショップで販売する。前売りチケットがなくても、食事と一部のグ

ラスワインは楽しめる。イベントは正午～午後７時。

（１１）

八戸‐苫小牧の新造フエリ胴船名 「シルバ囲ティアラ」に決定

八戸－苫小牧間の定期航路で「シルバーフェリー」を運航している川崎近海汽船は、２０１８年４月を

めどに同航路に投入する新造フェリーについて、船名が「シルバーティアラ」に決まったと発表した。
１９９８年に就航した「シルバークィーン」の後継船となる。旅客定員はクィーンより少ない４９４人だが、
車両積載能力を増強する。また、コンセプトとしで快適性やプライバシーを重視し、シンプルで乗客が

利用しやすい環境にする。



（１２）

『八戸闘争′甲愚ぐ福まつり」開催

　

～句のフグを地元で隊わつて～

三陸沖で取れた新鮮な天然トラフグのコース料理を手軽な値段で提供する「八戸も」州愚ぐ福まつ

り」が５月１０日から６月１７日まで八戸、青森両市内の計１２店舗で開催される。両市内の料理人ら

でつくる「八戸日本料理業・芽生（めばえ）会」が地元産フグの消費拡大に向けて企画し、今年で４

回目。首都圏など県外からの観光客も目立ち、新たな観光資源として認知されてきたという。各店

舗では５千円、７千円、１万円 （いずれも税別） の］－ス料理のほか、ランチを含むオリジナルコース

をそれぞれ用意する。主催者は「食のイベントとして徐々に定着してきた。旬のフグを地元で味わって

ほしい」と力を込める。

（１３）

青森県２０１６年度求人倍率 初の１倍超え

青森県の２０１６年度の有効求人倍率 （原数値）は前年度平均を０．１８ポイント上回る１．１３倍

で、統計が残る１９６３年以降、過去最高だった。年度平均で１倍を超えたのは初めて。青森労働局

は「国内景気の緩やかな回復基調を背景に、雇用・ー“ノメＪ．空説－【一瞬多している」と分析する。ただ、
云磁、～－^ 茶々：ど一部職種で人手不足感が拭えず、非正規雇用から正規雇用への積極転換な

ど官民挙げた取り組みが急務となっている。

記事 概要

（１４）

繁殖地ｏ蕪島にウミネコの群れ飛来

八戸市鮫町の蕪島に、繁殖のためウミネ］の群れが飛来し、「ミャー、ミヤー」と元気な鳴き声を響か

せている。島頂上部にあるウミネ」繁殖地保。Ｒ皿視所によると、今年は例年通り２月ごろから集まり

始め、現在はおよそ３万羽。ほとんどが既につがいを組んでおり、間もなく巣作りに入り、４月中旬ごろ

から産卵が始まるという。青空が広がった４日は、陽光を浴びて羽を休めたり、巣作りの場所を巡って

盛んに縄張り争いをする姿が見られた。観光客は、島の斜面や、蕪島前の土手で休むウミネコを間

近に見て楽しんでいた。

（１５）

鮫神楽

　

名作「安宅関勧進帳』を２０年ぶりに再演

八戸の鮫地区で２００年以上受け継がれている「鮫神楽」の発表会が４月９日、同市の鮫生活館で

開かれた。鮫神楽連中への新メンバー加入や、経験督責んだ若い担い手が育ってきたことで、長年、
人手不足により上演できなかった演目「安宅関（あたかのせき）勧進帳」を約２０年ぶりに再演し

た。舞台に立つ弁慶役の松井－尭さん（２２）、富樫役の畑中大河さん（１８）ら若手によるりりしい演

舞に、観客はくぎ付け。総勢２４人が

　

体となった舞台に、大きな拍手が送られていた。

（１６）

八戸港内のウミネコ遊覧船「は絶ぷき匪」運航スタート

　　　　　　

ルー宅船「はやぶさ＝」を運航する八戸通船は４月１４日、今年の運航開始を八戸港内桝（｛（ごセロ、１′、

前に、園児らを招いて体験試乗会を開いた。約２０人の搭乗客は、船を取り囲むように乱舞するウミ

ネコの歓迎を受けながら、約４０分の船旅を楽しんだ。運航は４月１５日から１０月まで。月～土曜日

が１日３便、日曜、祝日と８月１１～１６日は１日６便運航する。料金は中学牛以上１４００円、小学

生以下７００円。

（１７）

′Ｍ戸 ′・卿 へ翼々 －・； 扇Ｆ１ ‐

　　

西 ；面Ｆ」”

　　

、

八戸学院大は、地元産業に貢献する人材育成のため、新学部「地域経営学部」の２０１８年４月

開設を目指し手続きを進めている。同大によると、地域経営学部は、これまでビジネス学部で学んで

いた内容に加え、水産や農業資源をいかしたビジネスプランの構築など新たなか」キュラムを導入する

予定だという。４月中に文部科学省へ申請書を提出し、早ければ月内‘」開設が正式決定する。



（１８）

ジヱニア農養化学会で銅賞受賞

　

～ナ霜イモに美風鋤粟、虫歯抗菌作閣～

八戸高専の女子学生３人の研究グループが、３月に行われた「ジユニ／農芸化学会」で銅蔓を受賞

した。ナガイモの成分解析など歓テい、美肌効果や虫歯のもととなるミュータンス菌への抗菌作用があ

ることなどを発見。３人は「研究を続け、ナガイモのさまざまな利用方法を見つけていきたい」と今後の

研究にも意気込みを示している。

（１，９）

八工夫。柴田准教授

　

超ｉー…

　　　　　

回加【日Ｗ－

］か＝】＊や竜；レンジに用い…‘

　

－一”霧島し、電波「マイクロ波」を研究する大学生と、産業界のつ

ながり強化に貢献したとして、八戸↓美人ユ７．モ；，－；子システム学科准教授の柴田幸司さん

が、電白自救通信？△ （東京都）の教育功労賞に選ばれた。電気、情報、通信に閑９る日本

最大規模の学会の賞に柴田さんは「学生のためにという思いだけで活動してきた。地道な努力が認

められてうれしい。今後は青森県の産業発展に貢献するために 地域と連携した活動をさらに進めて

いきたい」と意欲を語る。

記事 概，要

（２０）

八戸工卒の３人

　

初出場で全国８強入り【３人制バス第ツトボール）

東京都で３月２４～２６日に開かれた、３人制バスケットボールの全国大会「第３回３×３（スリー・バ

イ。スリ－）日本選手権大会」の１８歳以下男子で、今春に青森県立八戸工業高を卒業した元バ

スケットボール部の３人のチームがベスト８入りを果たした。チーム名は、３人の出身地である横浜町と

八戸市を組み合わせ「ＹＯＫＯＮＯＨＥ」と命名。３×３は、国際バス ツトポール連盟が正式競技とし

て推進する新しい形のバス小ツトボール。１試合は１０分間で、２１点を先取した時点で終了。攻撃側

は、１２秒以内にシュートを打たなければならず、展開が速いのが特徴。３人にとって初となる大舞台

での好成績を喜んでいる。

（２１）

７１ヒコ長切”ゴー

　　

ＪＩ豆リイ

　　　　　　　　　　

＝Ｅヨ☆

（２２）

ナベサダ出演「南郷サマ圃ジャズフェステイパル２０１７」 ７月２９日開演

「第２８回南郷サマージャズフェスティバル２０１７」が７月２９日に八戸市南郷の「カッコ一の森エコーラン

ド」野外ステージで開催される。日本を代表するサックス奏者ｏ渡辺貞夫さんら４組のバンドが出演

し、南郷の夏を熱く盛り上げる。「ジャズの館南郷」で２５日に開いた記者発表では、八戸出身のトラ

ンペッターの類家心平さんが「往年のジャズファシはもちろんのこと、感受性豊かな若い世代にもぜひ

足を運んでほしい」と呼び掛けた。フェスは正午開場、午後１時開演。前売り券は５月１２日に発売。
一般５千円、中高生２千円、小学生以下無料（当日券は各千円増し）。


